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Abstratt  

Thepurposeofthisstudywastoaseertainthepedagogicalmeaningsoftheachievementgoal  

“1500mswimcrawIstroke”in swimmingclassofUniversity ofTsukuba，The subjectswere121  

Students（men89，WOmen32）of University of Tsukuba，The surveys on verbaland nonverbal  

behaviorinswimmlng，Swimmltlg performance，andtheimpressionsthrough15QOm swimcrawI  

StrOkewereconductedonthelstsemester（ApriltoJune，1981，910schoolhours：oneschoolhour＝  

75minutes）andthe2ndsemester（Sept．toNov．，1981，8－10schoolhours），  

Theresultswereasfollowings：  

1．hordertocontinue1500mswimcrawIstrokeit1810schoolhours，thefollowlngSWimmlng  

abilitieswere considered；  

a．abilitytoswimmore thanlOOmcrawIstrokeand takeswimmlngClassfor810school  

hours；  

b．ability to swim20Om crawIstrokewithirL5′30′′，Qr tO Swim more than350m forlO  

minutes：  

C．abilitytoswim300rncrawIstrokecontinuously．  

2・Unsuccessful1500m swim crawIstrokein810schoolhours，the fo1lowing conditions were  

Seen：  
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a・thosewhothought／believedtheycouldnotswim25m・OrCOuldnotswim50malthough  

they attendedto8－10schoolhoursこ  

b．those who took more than7minutes for200m crawIstroke：  

C．those who swamless than200m forlO minutes swim．  

3．Itwassuggestedthat1500mswimcrawIstrokewasanusefulandeffectivepedagogicalgoalfor  

thedevelopmentofswimmlngSkill，SafeabilitylnWater，mOtivationofswimmlngClass，and  

makingagoodimageofswimmlng．  

を達成課題に設定し，水泳授業を実践した。   

本研究では，達成課題である1500mク  

ロール泳が，学習者にとってどういう意味を  

もっているのかを学習者のパフォーマンスと  

内的学習情況から明らかにしようとするもの  

である。  

研究方法  

（1）方法   

水泳授業（義1に示すように，クロールで  

楽に続けて長い足巨離を泳く小ことを達成するた  

め，浮くこと，呼吸法，姿勢と動作を内容と  

した教授一学習プログラム〕で実施した10分  

間泳，200mタロ【ル泳，1500mクロール泳  

（以下1500泳と略称）や1500m泳の感想文  

等から，達成課題である1500m泳が学習者  

にとってどのような意味をもっているかを検  

討する。  

（2）対象   

昭和56年匿正課体育水泳授業受講学生  

121人（うち女子学生32人）。（蓑－1）   

受講学生の所属学群・学掛ま，蓑－1に示す  

ように，自然・農林・生物学類1年，3年，  

4年，情報・基礎工・社会工学頬2年，医学・  

芸術専門学群1年と2年である。  

（3）対象授業期間   

昭和56年4～6月（1学期9～10校時），  

9～11月（2学期8－10校時〕（真1）であっ  

た。1校時ほ，75分間である。  

（4）場所   

屋内プー′し，50m7コース，水深1．3m  

はじめに   
教師ほ，常によりよい授業の創造を希求し  

て，試行錯誤をくりかえしながら，誠意努力  

を積み重ねているが，それを実現するために  
は，「教師自身の自己変革」（1・3・4・6・8・1D・15・1＝9・22・28〉  

が非常に重要な要件であると考えられる。   

しかし授業は，「目標や対象に応じてほとん  

ど無限といっていい多様な形態」（7）がとられ  

るものであるし，「人間の教育というものの本  

質がまったく同一の授業過程の再現を不可  

能」（17）にしているという特性から，教師は自  

己の授業を学習者のパフオ←マソスと内的学  

習情況等を通して，ありのままを把握し，吟  

味するなかで，教育実践知を求めていくこと  

が肝要であると思われる。   

そして，経験によって獲得した教育実践知  

やすでに明らかにされている教授学的原則を  

援用して授業を実践し，茅野がいうように「経  

験から獲得された知であるならば，経験へ置  

きもどし，新しく経験に向き合って既知を訂  

正」（12）したり，湯浅がいうように「真の知とい  

うものは，単なる論理的思考によって得られ  

るものではなく，自己の身心の全体をもって  

「体得」し「体認」してゆ〈ことによって」（31）  

豊かな教育実践知を形成しながら，自己を高  

めていく努力なほかる必要がある。   

著者らほ，大学正課体育の水泳授業で，水  

泳技能目標を楽に続けて長い距離を泳ぐこと  

をねらいとしてきたが，受講学生の多くが，  

クロールで長い距離を泳げないことに気がつ  

いた。そこで，1500mをクロ，－ルで泳ぐこと  
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義一1昭和56年度水泳授業対象者，授業時数，測定項目と期日，授業のねらいと内容  

芋類又は苧群  学年    四  1学期授業時数  孟．芸誓  1500fi 頭】1定日  2学期授業時数   
■ション1 

叫㌔17    l   8時  
1  

情報・基」二・社工 2年    21（1）  9時（左㌫㌃  

1自然・農林・生物1年    25（8）  10  ㌔  ㍉8  a   
】  

】自然・農林・生物 4年    30（11）  9  ㌔㌔8   9  

＝監芋・芸術  20（8）  9  ㌔  ㌔9  10   
1 

。  

自然・農林・生物 3年    25（4）  9  ㌔  19  10  1 

。3   

」トク  水  に   10分間泳忘て  

美  勢  ノ 
1朗詠 

の  】朗詠芸妄てク中心）  

ね  
3   10分間泳 かき（ノ＼イエルボー．ストロク長さ）   10分間泳 VTR（ク⊂，－－ル）  

離  
4   10分間泳 かき（手雲の向き，加速的）  10分間泳 VTfミ（背泳ぎ）  

ら ㌔い  泳  
ぐ  
こ  

5   1咄聞泳腕の動作（更禁≡∃；ニリ 」  10分間泳 水球（ポートポール）  
と   

】0分間泳 200mクロール戎J定  冊閤泳VTR（孟㌃芸）  

7   1500mクロール測定  10分間泳 200町削定  

8  】500mクロール測定   

～3．8m（挽い方から10mの地点で深さ1．5  

mとなるため，ほとんどが背の立たないプー  

ルである。すなわち，学習者は深さに対する  

恐さを克服するために，進歩が若干遅延され  

る傾向がある。また安全管理に対し十分な配  

慮を必要とする。），水温26～27℃。  

（5）記録収集  

（∋10分間泳   

毎水泳授業時に，準備運動，ウォームアッ  

プをしたあとtlO分間に泳げる距離を測定し  

た。10分間泳の実施方法および記録の収集方  

法は高橋ら121）が実施したとおりであり，測定  

は，衝突を防く小ため泳ぐ方向と泳く“コースを  

決めた後，笛の合図で一斉にスタートし，10  

分間経過した時，笛の合図で停止させた。そ  

の間に泳いだ総泳距離を自己申告により，毎  

回報告させ記録した。  

②200mクロール泳   

1・2学期の最終授業前週（真一1に示す期  

日）に測定した。測定には，100分の1表示の  

セイコ【ストップウオッチを使用した。  

③1500mクロ，－ル泳   

1・2学期の最終授業時（表1に示す期日）  

に測定した。測定者は，教官と見学者および  

受講学生が分担して，100mごとにコールし，  

ラップタイムを測った。   

但し，75分授業のため，泳ぎ続ける最高時  

間を60分間とし，それ以上かかる学習者は，  

途中であるのにかかわらずストップさせ，そ  

の距離を，表－3に（）内に示した。尚，こ  
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れらの者は1500m泳完泳者にも，途中棄権  

者にも加えなかった。  

④1500m泳の感想文   

1・2学期終了後，1500m泳の感想文を自  

由記述方式によってレポート提出させた。途  

中棄権者および欠席者にほ，その理由の記述  

を求めた。  

（6）1500m泳の選定理由   

①水泳技能の向上がほかれる。   

宮下（29）の「長い距離を泳げるという能力  

ほ，結果的には持久力や水泳の技能の向上が  

もたらされる」ことトこ示唆されるところであ  

り，特に，クロ【ルで長い距離を泳ぐには，  

呼吸法とリラックスした姿勢・動作等学習す  

るのに至適である。  

②水中における安全能力が高められる。   

水中において自分の生命を安全に保持でき  

る能力として，ラヌー（32）は10分間浮漂や1  

マイル泳を，フランツ・クレムは15分間泳を，  

イギリス水泳協会（9）は，440ヤード泳等を，潜  

水する人（2）では足ひれなしで300ヤード泳を  

基準としている。すなわち1500m泳は，水中  

における安全能力として必要かつ十分であ  

る。  

③水泳に対する考え方・行動様式の変容に有  

効である。   

クロールは短かい距離を速く泳ぐことほで  

きても長い距離を泳げないという文化をゆっ  

くり長い距離を泳く小という文化に拡大できる  

し．1500m泳という競泳で最長種目を体験す  

ることによって，競泳に対する理解を深める  

のに適当である。  

（7）受講学生の申告水泳能力   

最初の水泳授業時（正課体育全体オリエン  

テーション）に，水泳能力を泳法とその泳げ  

る距離で，自己申告させた。表－2に示すよう  

に，水泳受講学生は，比較的泳げると推定す  

ることができるが，泳げる泳法についてみる  

と，クP・一ルより平泳ぎが得意としているこ  

とがうかがえる。100m泳げない学生ほ，10  

人に1人強存在していると推定できる。   

自己申告ほ，実際泳げる距離とは，若干相  

異すると思｝フれるが，授業に先立ち学習者の  

水泳能力を予測し，教授一学習プログラムを  

考えていく際，非常に有効な資料となる。  

表－2 自己申告による水泳能力（56．4）  

泳げない  槻泳法  丁＝′ニ忘ぎ甘泳ぎ    横泳ぎ    田  

25M未満   2  3  

25M【～   5  4  

50M －   5   5   

100M【～  22   4  

20〔）M －   3  】5  2  

300ルⅠ～   2   

400M ～   8   13  

l  

100（）M － 12   13  3  

49し／  8  川囚2仙   

結果および考案  

（1）“1500m泳〝 と課題達成状況について   

受講学生ほ，表1に示した教授1学習プロ  

グラムの水泳授業によって，1学期（9－10  

校時）に，93人中63人の65．6％，3人に2  

人弱が完泳できることが示唆された。   

学期はじめに調べた自己申告による水泳能  

力と1500m泳を完泳できるかどうかの関係  

をみると，義4に示すとおりで，25m泳げな  

いと申告した者は，完泳できる可能性が認め  

られないが，25m以上と申告した老は，完泳  

できる可能性が示唆され，25mlリ、上で28，  

6％，50m以上で42・8％，100m以上で68％  

と泳げると申告した距離の増加にともなって  

完泳できる可能性が高くなる傾向がうかがえ  

た。   

しかし100m以上になると，完泳できる可  

能性は，同じ割合いになり，10人中7－8人  

が完泳できた。   

2学期における課題達成成沢をみると，表  

3に示すように，92人中77人の83，7％，5  
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義3 15 0 0Mクロール泳分布  

300－  400－  50〔トー  800－  700－  800～900－   100D一－  Ⅰ】00Y  】200－  1300－′  14DO～  15DOm  欠席  見学   

1′学期  3  丁   n  4  3  0  ロ 0  0  ロ   0  ¢  0 0  四 0  （2J 四  （2）  63  Zl  2  ロ 学斯    2 ロ  2  2   O  D   u  D  0  l  0  ①     l  77 ［右〕  2】  十  計  ロ   13  ロ  ロ  0  0  0  ロ  2  0  ①  ロ  り〕  （a）  l （2）  ＝川 ニ  42  十   

（往）表中の（）の数値は時間切れ途中ストップ者，○の数値は体調が悪く  

ストップした者，L二1の数値は1500mを2つの泳法で泳いだ者の数  

象と考えられるが，1000m以上泳げても完泳  

できない可能性が存在することを示唆してい  

る。安全管理上，極めて重要な留意点で，あ  

る程度長い距離泳げるといっても監視の必要  

性が要求される実例である。  

（2）1500m泳の分布状況について   

どれくらいの距離をクロールで泳げば，  

1500mをクロールで完泳できるかについて  

は，表－3に示した。   

1学期についてみると，50m以上，100m  

以上，200m以上，300m以上，400m以上と  

泳げた距離が増すにつれて，完放できる割合  

が，70％，75．9％，87．5％，92．6％，96．9％  

としだいに増加する傾向がうかがえた。   

2学期についてみると，1500m泳を完泳し  

た老のうち6人（表3で口内の数）は，クロー  

ルと他の泳法を混ぜて泳いだ。換言すれは  

1500mをクロールで泳げなかったことを意  

味している。彼等を泳げない者として考える  

と，50m以上泳げば，84．6％の高い割合で完  

泳しており，100m以上，200m以上，300m  

以上と泳げる距離がふえるにつれて，僅かず  

つ完泳できる割合いが，86．5％，88．5％，90．  

6％とふえる傾向であった。   

1学期に比べて2学期の方が，50m以上，  

100m以上で完泳できる比率が高く，200m  

以上，300m以上でほ同様な比率を示した。以  

上のことから，距離泳能力に対する泳げる距  

離による予測ほ，指導時数や対象者の水泳能  

力やその人数等関係する要因であると思われ  

る。  

人に4人強が完泳できることが示！変された。   

つぎに，1学期完泳できなかった22人につ  

いて，2学期（8－10校時）の水泳学習によ  

る上達状況は，表5に示すとおり，22人中14  

人の63．6％の老が完泳できるようになった。   

さらに学期はじめにどれくらいクロールで  

泳げれば，2学期（8～10校時）の水泳授業  

によって，1500m泳が完泳できるかどうか  

は，真一5に示すとおり，50m泳げなければ，  

完泳の可能性がないが，泳げる距離が，50m  

以上，100m以上，200m以上と増すにつれ，  

50％，75％，100％と完泳できる可能性が高く  

なる傾向がうかがえた。   

しかし，300m台泳げた者のうち2人は，ク  

ロ【ルと平泳ぎの2つの泳法を使って，1500  

m泳いだ。換言すれば，彼等はクロールで  

1500mは泳げなかったことを意味している。  

すなわち，タロ・一ルである程度の距離を泳げ  

るけれど他の泳法が得意なため，慣れた泳法  

へすく小逃避してしまう傾向の強い者は，1500  

m泳を完泳できる可能性が低いことが示唆  

された。中根（23）のいう「日本人が異なる文化  

に接したとき，自分たちのシステムへ逃避す  

る」というカルチュア・ショック的現象を示  

していると推察できる。指導過程上 上記該  

当老を如何にして見出し，如何にして指導し  

ていくかほ今後明らかにしていく必要があろ  

う。   
なお，2学期に1人（1学期ほ完泳してい  

る男子学生）が，1485m地点で両脚ケイレソ  

を起こし，途中棄権した。全く稀な突発的現  
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義一41学期初の自己申告距離泳能力とクロール泳能力との相関表（56．4～6）  

≡≡孝 一  
25未満   2  

4   

25M～▲  3  2   7   

50M－  3   3   7   

100M～  3   2   （2）  四  25   

200M～  （2）  10  12   

300M～  5   7  

8  

5   6   

1500M  13  ユ4   

計   2   7  4   3   2  （5）  63  93   

汰（）内の数は，60分でストップした学生，右側計より除外した  

義一5 1学期，2学期クロール泳能力相関表（56．4－1ユ）  

2学期  Z5M  25M  50M  100M  200M  300M  400M  1000M  1500M  
未満  ク⊂J－－ル   

計   
1学期  

25M未満  

25M ～  

50M ′〉  2 2 4  

6   8  

3 3 3  

1（2）  3  

2   2  

計 〃  
2  14（2）  22   

※（）内の数は，クロールと平泳ぎで1500m泳いだ学生   

高橋（20）は，昭和35年－44年の10年間にわ  

たって，中学男子144名について，距離泳能  

力を調査研究した結果，「10年間を平均して  

みると200m泳げは，75．4％（最高95，0％，  

最低64．0％，標準偏差値11，9％）の割合いで  

1000m完泳できる可能性のある」ことを報告  

している。また「昭和42年，43年，44年は，  

88．5％，92．6％，95，0％とその割合は著しく  

高い」と報告している。   

小沢らは，同様に，距離泳能力を調査研究  

し，「小学生から大学生および青年の男女  

1673人を対象に行い，200m以上泳げば80■  

0％，300m泳げば88．8％，400m以上泳げは  

92．9％の割合いで1000m完泳できる可能性  
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のあること」（11〉を報告している。これら高橋，  

小沢らの測定における泳法は自由とされた。   

以上のことから，1000m慶．るいは1500m  

泳げるには，泳法に関係なく400m泳げれ  

は，完泳できる可能性が非常に高いといえる。  

指導の観点からいえば，長い距離を続けて泳  

く小教授一学習プログラムの小目標に，400m  

泳を導入することほ，1500m泳ができるか否  

かを推定するのに役に立つことを示唆してい  

る。   

また，300m泳げるということは，宮畑が，  

「水泳仲間でほ300m休まずに泳げたら泳  

げるといってよい。」（30）やフランツ・クレムが  

ドイツの初心者修了の基準としてあげる「15  

分間泳」（川ヤアメリカスポーツ潜水協議会が  

潜水者に必要な基本条件としておげる「足ひ  

れなしで，330ヤード泳くナ」（2）やイギリスの  

ASA（水泳連盟）が少年少女のためのサバイ  

バルスイミング技術としてあげる「Swim440  

yardssurfacedivingonceduringtheswim  

andswimmingatleast5yardscompletely  

submerged」（9）等に示唆されるように真に泳  

げるということを意味していると考えられ，  

換言すれば水中において安全な技能を身につ  

けていることを意味しているといえる。  

（3）200mクロール泳との関係   

どれくらいの速さで200mクロール泳を  
泳げれは，1500m泳を完泳できるか否かにつ  

いての関係は，図1に示した。  

クロールで200mを5分以内で泳いだ者  

9分場抄  

0
0
 
 
 
鋸
分
 
 
 

（
O
M
タ
イ
ム
記
録
 
 

×Ⅰ学期  × Ⅲ学期  途中秦権  

△Ⅰ学期 ▲ Ⅱ学期  時間切れ   

01学期 ● Ⅱ学期  完 泳  
ー
 
 
 
 
、
 
 

r
 
 

（
タ
ロ
・
－
ル
）
）
 
 

、、 ■   －   、   

×かく，   

、  ヽ  

訂
．
と
㌢
が
u
邑
 
 

A
 
 

1500  

（1500Mクロル泳）  M  

図一11500Mクロクロール泳と200Mクロールタイムとの関係  
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むま，100％，5分01砂－30秒台の者ほ85，7％，  

5分31秒－6分00秒の老は70％と泳げる  

速さが遅くなるにつれて，完泳できる可能性  

がしだいに低くなる儒向を示した。さらに遅  

い者はすなわち，6分01秒－30秒の老37．  

1％，6分31秒－7分00砂の者26．3％，7分  

以上要する者22．2％と完泳できない割合が  

高くなる懐向を示している。   

しかし，非常に遅い老（9分鵬秒である女  

子学生）が，2学期1500mを完泳している事  

実は特筆すべき現象であると思われる。   

一般的にほ，200mクロール泳タイムの速  

さによって1500m泳を完泳する割合いを，  

推定することが可能と思われるが，対象者が  

少ないため，今後さらに継続して研究する必  

要があると思われる。  

（4）10分間泳との関係   

どんな泳ぎかたでもよいから，10分間にど  

れくらいの距離を泳げれば，1500m泳を完泳  

する可能性があるか否かについて，図2に示  

した。   

泳法に関係なく，10分間に400m以上泳げ  

れば，全員が，350－399m泳げれば，97．0％  

の暑が完泳できることを示しているが，  

300－349mと泳げる距離が減少すると，68．  

8％の著しか泳げないことを示した。   

すなわち，10分間泳において350m以上泳  

げれば，1500m泳を完泳できる可能性が非常  

に高いと推定することができる。   

また，10分間泳距離が200－249m，200m  

× 1学期 米 Ⅱ学斯 途中鳶権  

△Ⅰ学期 ▲ Ⅱ学戦 時間切れ  
O I学期 ● Ⅱ学期 完 泳  

B-r 
乳．…  

諷  

‰，．＿  
鶉巳  

1500  

（1500Mクロ【ル泳）  M  

図－2 1500Mクロール泳と10分間泳距離との関係  
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未満とすくなくなると，73．3％，100％と，1500  

m泳を完泳できないことを示している。この  

ことから，10分間泳で250m未満しか泳げな  

い老は，1500m泳を完泳できる可能性が低い  

と推定することができる。  

（5）1500m泳がもつ教育的意味  

①1500m泳に対するイメージ   

義6に示した1500mクロ・一ル泳を完泳  

した感想文から，学習者は，1500m泳という  

達成課題に対して，1学期は5人に2人が「泳  

げると思ってない」し，5人に1人が疲れる  

と思っていたのに「意外と疲れなかった」と  

感じ，「ゆっくりと泳いだ」等に示唆されるよ  

うに，完泳できるかどうか半信半疑であった  

と推察できる。   

A・シュッツが「あらゆる経験は，未来把持  

と予期，すなわち続いて生じると思われる生  

起についての未来把持と現在の経験となんら  

かの関係をもつと思われる時間的にもっと先  

の出来事についての予期を伴っている」（18〉と  

のべていることに示唆されるように，学習者  

は1500m泳に対し，泳げないのでは……あ  

るいは疲れるというイメージを抱いていたと  

推察することができる。   

そして，完泳することによって，他見がい  

う「ある人が長い間もってきた信念，思想，  

態度などのような知的なものであると同時に  

情動的な体験と密接に結びついたものを‥‥‥  

新しい，よりよい考え方を情動的な裏づけを  

ともなって植え直さねほ，その人の真の思想  

とほならない」（5）に示唆されるように，1500m  

泳へのイメージを変容し，新しい思想を形成  

したと思われる。   
イメージほ，T・ホール（26〉， 星野（27），樋口（25）  

等が指摘するように，行動体系とイメージ体  

系とは密接な結びつきがあると考えられるの  

で，イメージの望ましい方向への変容がうか  

がえたことは，1500m泳が水泳学習を促進さ  

せるために有効な達成課題と考えることがで  

きる。  

②課題達成者の内的学習成果   

完泳した結果：真一6に示すように1学期  

6人に1人が，2学期2人に1人が「うれし  

かった」と快的感情体験を表現したことがう  

かがえた。さらに，「泳ぎに自信がついた」や  

泳ぎ続けるために必要と思われる泳ぎ方（楽  

に呼吸する大切さ，泳ぎ疲れても泳ぎを工夫  
して続けることや人やロープに衝突しても泳  

ぎ通すことや水をのんでもうまく処理して泳  

ぎつづけること等）を習得したり，技術的欠  

陥に気づいたり，なかにはクロールが上達し  

たり等の諸々の成果があったことがうかがえ  

た。   

そして，1500m泳ほ泳げるかどうか半信半  

疑であったにも拘わらず，完泳によって，1  

学期は2人に1人が，「次回速く泳げるように  

したい」とのべ，4人に1人強が「次回うま  

く泳げるようにしたい」とのべていることか  

ら，積極的な水泳学習意欲を換起しているこ  

とが推察できる。   

また，記述にあらわれた事例として数少な  

いが，「速く泳く阜はよいと思っていたが，長い  

距離泳げることほよい」と泳ぎに対する価値  

感が変容したり，「他の分野でチャレンジ精神  

がつくだろう」と生き方の基本的考え方を確  

認もしくは確立する老が存在することが明示  

された。  

③途中棄権者にみられる1500m泳の教育的  

意味  

1500m泳において，途中で棄権した者ほ，  

真一3に示すように，1学期93人中30人の  

30．2％，2学期86人中9名の10，4％であっ  

た。彼等は，10人に9人弱が400mを，3人  

に2人が200mを泳げないことを示唆して  

いる。何故棄権したかその理由は，表－7に示  

すように，  

（a）水をのんだり，呼吸ができなかった等呼  

吸法に問題がある場合  

（b）力んでしまったやリラックスした動作が  

できず疲れてしまった等泳ぎの姿勢・動  
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義6 1500Mクロール泳完泳の感想文要約（56．4～‖）  

感  想  文  要  約   1学期l力学期   計   

泳げると患ってなかった。（泳ぐ自信がなかった。ペースを落として泳いた）   25   

かって泳いだ経験があったが不安   2   4   6   

泳げる自信があった   0   3   3   

意外と疲れを感じなかった   12  14  26   

非常に疲れた（疲れたので体力をつけれ必要．無理だったのかその日寝込んだ）   3   5   8   

1学期より楽に泳げた   O  S  8   

200m泳より楽だった（10分間泳より換算して速く泳げた）   0   3   

ぅれしかった（ 
）   ぅれしい   32  43   

くやしかった（抜かれたのがくやしい，タイムがおちたのがくやしい）   3   4   

時間内で泳げず残念   0   

自信がついた   0   3   9   

≡ミ）（含呂§三≡ユ…3呂二子 

）13 12    25   苦い、ポイントがあった（…§§三§談志。  
目が痛かった   3   3   6   

帽子がとれて前が見えす髪に呼吸が邪魔され泳ぎにくかった   D   
水をのみ苦しみをのりこえるのが長臣醜（水をのんで処理できること）   2  0  2   

ペrスをつかめず大変だった   0  2  2   

水温の違うところがあって泳ぎづらかった   0   

途中腹が冷えて困った   
0   

他の人とぶつかったり，コースロープに引っかかったり泳きづらかった   0   

つい力んでしまった   0   

水をのまなかったのでいけると思った   0   

ゆっくり泳いだ（意識的に腕をゆっくり力を抜くように泳いだ）   6   2   8   

途中疲れたので泳ぎを工夫（呼吸法に，水に体をあづけた．フォームに注意）   6   5  

00さんががんばっていたので（やめる人がいなかったので，女子にまけまいと）   3   0   3   

400M泳げば1500M泳げるという話をきいていたので   0   

泳ぎつづければ棍くと思った   D   

400－500M以後惰性で手足を動かした   0   

楽に呼吸する大切さがわかった   3   0   3   

技術的欠陥に気づく   0   

クロ∴ルがうまくなったような気がする   4   6   】0   

速く泳ぐはよいと思っていたか長く泳げることばよい   5   6   

1500Mは精神力との斗い   l  l   2   

他の分野でチャレンジ精神がつくだろう（あきらめずやることの大切さ理解）   2   3   

次回遠く泳げるようにしたい（ペースを守る）   33   5  38   

次回うまく泳げるように（菓に泳げるように，晩，呼吸法，ターン等）  18  19   
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垣がいう「正確なメタ認知にもとづいて，自  

分にとって「やりがい」のある課題を選び，  

そこでの努力の有効性を確認して」124〉いる  

し，「効力感自分が努力すれば環境や自分自  

身に好ましい変化を生じさせえるという見通  

しや自信をもち」（24）を感じていることがう  

かがえる。すなわち，1500m泳は，途中棄権  

者にとっても有意義な達成課題と考えること  

ができる。  

④欠席者にみられる1500m泳の教育的意味  

1500m泳実施に対し，その授業日に欠席し  

た学習者は，1学期・2学期とも17．4％の6  

人に1人の割合いであった。  

欠席理由としては，  

（a）教育実習や病気（風邪・風疹など）等不  

可抗力による場合  

（b）「1500m完泳できない自分がはがゆい」，   

「クロールはどうしても呼吸がうまくい  

かないので長い距離泳げない」，「水泳に  

取り組む心構えができていない」等完泳  

できそうにないと自分で判断し，欠席す  

る場合  

の二つのケースであった。   

前者の場合，欠席は当然の行為であるが，  

後者の場合ほ，1500m泳に対して学習者が逃  

避的な行動あるいはアキラメ的態度を示した  

ものと考えられる。   

すなわち，星野のいうカルチュア・ショッ  

ク現象で「個人のもつインフォメーションと  

コミュニケーショソ体系に文化的要因によっ  

て混乱が生じた」（27）のであり，中根のいう「異  

なる文化への拒絶反応（日本人が異なる文化  

に接したとき，自分たちのシステムへの逃避  

という形になる）を示していると解釈できる  

し，波多野・稲垣のいうアキラメ的態度（自  

分がいくら努力してもそれが現在ある不都合  

を，解消するのに役立たないと認知されるア  

キラメ的態度が生まれる）（24）を示したと解釈  

することができる。   

人ほ，河合が指摘するように「われわれ人  

嘉7 途中棄権の理由（56．4～11）  

や め た理 由   Ⅰ学期  Ⅱ学期   

1， 呼吸法の失敗   10   3（心   

乙 12   
3   

3． ケ イ レン   2   

4．体調不調   2   

5． その他   0  

作に問題がある場合（ケイレンも含む）  

（C）風邪ぎみや睡眠不足等体調に問題がある  

場合  

であった。すなわち，1500m泳を完泳するに  

は，教授学習活動で呼吸法やリラックスし  

た姿勢・動作を取り上げることの必要性を示  

唆している。   

途中棄権者の内的学習情況は，宗8に示す  

ように，「高校の時より力んでなかった」や「呼  

吸をゆっくりLたら，やっと無理のない泳ぎ  

ができたように思う」や「水に対しての恐怖  

心が少くなろた」等泳ぎが上達したと判断し  

ていることがうかがえた。   

また，「200m泳げたのはうれしい」や「ク  

ロールは25mだったので，300m泳げると  

は思わなかった」や「自分では最高の250m  

でうれしい」や「50m泳げた」等パフォーマ  

ンスの進歩に対しよろこびと同時に快的感情  

を体験していることがうかがえた。   

さらに，25mでやめた女子学生は，一旦や  

めたあと「途中休み休みで60分泳ぎ，985m  

泳いだ，深い方へいくうち恐怖心がなくなっ  

た」と他の学習者が1500m泳を行っている  

間，自主的・自発的学習を行うことによって，  

恐怖心を軽減し，技能向上をはかっているこ  

とがうかがえる。   

以上のことほ，途中棄権者ほ，波多野・稲  
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嘉一81500M途中棄権者および欠席者の感想文  

泳距＃  学期  

5（）珂  l ■から水を吸ってしまった。高校の時より力んでなかった  

375一口  Ⅰ 距離は今まで最高，食後でケップかしばしば出て，泳ぎそやめてしまった。  

200m    ケップか出て最後25mはほとんど呼吸かできなかった。2DDm泳げたのはうれしい。  

途  
呼吸に無理かあるため苦しく別・触な力がほいっているためか鮒てしまう。背のとどかないところにく  

501¶   

呼吸かで主なくてたんたん苦しくなってしまう。下半身が沈んで，‥・・おばれるようなかっこうになる。クロー  

†＋  

ルはZ5mだったので300mも泳げるとは思わなかった。  

止めた原因 足のつり．呼吸をゆっくりしたらやっと無理のない泳きかてきたように思う。  

泳けるような気がしていたか∴・・・身体の疲れもあるが呼吸が苦しくなり続かなかった。風邪ぎみでのどの調子  

が悪く．たんかからんで仕方かなかった。  

帽子がとれた。髪が邪魔になってしまったの1ま確か。600mを越えたあたりから呼吸かおかしくなったことも 主な原因。  

（息つぎはうまくなったが息をする時間か短く泳ぎも長槙きしない。  

川分間泳いでへトヘトになってしまう。たから情ないが】500といわれても途方にくれるだけ  

（クロールは手と足と息がパラパラで絶境苦しくなって良く続けて泳げなかった。200mほ泳げるようになった  
Ⅱ  訪台で休んだ，1500クロルてはとても泳げない，平泳ぎなら泳げるのたが。  

【欠  
l  （息つぎか完全てない．手や足や首位余計なプjが、夜れやすく良く泳ぎっづけられチエい）  
Ⅱ  （クロールの息つぎは全然ヒ達していない，水をのむとすぐやめて，背泳ぎで泳いでしまう）  

席  L  

l  自分の不節制から欠席してしまった。  

者  Ⅲ  他にテストかあったので休んでしまった。】5PO▲¶完泳できない自分かはがゆいh  
（クロールに対して嫌悪感を知らず知らすもっていたように思う。）  

皿  はっきりいってとてもそんな絶無を泳いでられない。クロールはどうしても呼吸かうまくいかないので長い距  
継泳げない。  

皿  今回もさばった。（2学期欠席2 見学2）水泳に取り組む心構えかできていない。呼吸がうまくできずたんだ  
ん息苦しくなることや心電図の再検査か不安の風乱   
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の割合いで1500mクロール泳が完泳できる  

と推定することができる。  

また次にあげる水泳能力者は，1500mクロー  

ル泳を完泳できる可能性が低いと推定でき  

る。   

①自己申告で25m泳げない者あるいはク  

ロ・－ルが50m泳げない者。（8－10校時  

の水泳授業を受ける）   

②200mクロール泳で7分以上要する者。   

③10分間総泳距離が200m未満の者。  

（3）1500mクロ・－－ル泳は，次のような教育的   

意味を包摂していることが示唆された。   

①自己の水泳能力のイメージの変容（泳げ  

ない－→泳げる，速く泳ぐ－→長い距離  
て】∴‘   

②水泳技能の進歩と安全能力の向上   

③続けて長い距離泳く小ための泳ぎ方り習得   

（呼吸法やリラックスした姿勢・動作）   

①欠席という逃避的行為から，学習者に対  

する理解の促進。  
等を生起する。  

今後の課題  

1500mクロール泳に対し欠席という逃避  

的行為や学習者の全員が達成できていない教  

育成果を直視し，教授一学習プログラムの改  

善や達成課題を段階的に工夫を加え，今後，  

さらに授業実践を授業研究と関連させながら  

継続し，よりよい授業を創造してゆきたい。  

間は誰しも影（性格の劣等な傾向やその他の  

両立しがたい傾向を人格化したもの）をもち，  

それを認めることをできるだけ避けようとす  

る」（13）慣性を有しているという知見に基づい  

て推察すれは，それまで水泳授業に出席し，  

学習活動を続けていたにも抱わらず，1500m  

泳を欠席したことから，はじめてその個人が  

クロールで長い距離を続けて泳く小ことに，応  

答しきれなくなったものと解釈できる。   

以上のことから，1500m泳という達成課題  

は，学習者の言語的及び非言語的行為を正確  

に理解するきっかけをつくるのに有効な学習  

内容であることを示唆している。   

しかし，欠席という逃避的行為やアキラメ  

的態度を示した学習者に対する指導一援助  

は，今後さらに検討してゆかねばならない重  

大な研究課題である。  

まとめ   

大学正課体育水泳授業で，、、楽に続けて長い  

距離を泳く0こと′′をねらいとして，1500mク  

ロール泳を達成課題に設定し，授業を展開し  

たところ，次のようなことが明らかになった。  

（1）表1に示される教授一学習プログラム   

を展開すると，週一回の授業でかなり高い   

割合で，1500mをクロールで泳げることが   

わかった。  

（2）次のような水泳能力があれば，   

①自己申告による水泳能力が200m以上  

の者は，8校時の授業で10人中7－8人   

②100m以上クロールが泳げれば，8～10  

校時の授業で，10人中7－8人   

③200mクロール泳を5分以内で泳げは，  

全員が，5分30秒以内で泳げは10人中  
8～9人   

①10分間に泳法に関係なく400m泳げれ  

ば全員が，350m以上泳げれば10人中9  

－10人   

⑤タロ・－ルで続けて300m以上泳げは，10  

人中8～9人  
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